
27 
 

単路部無信号横断歩道におけるドライバーの譲り挙動に関する分析 
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1. はじめに 

2018年度の警察庁統計 1)によれば，事故類型別にみた

人対車両の全死亡事故件数 1,186 件のうち 827 件が横断

中に発生している．そのうち，横断歩道横断中の事故件

数が 265件と 32.0%を占めている．また，2019年度に日

本自動車連盟(JAF)が実施した，信号機のない横断歩道

での歩行者横断時における車の一時停止状況全国調査 2)

によると，一時停止率は全国平均で 17.1%であり，歩行

者に対する譲り意識が低いのが現状である．したがって，

交通安全教育や取締りとともに，横断歩道においてドラ

イバーの譲りを誘発するような道路の空間整備が求めら

れる．しかしながら既往研究において，横断歩道上での

ドライバーの譲り挙動に及ぼす影響要因について分析し

た事例は少なく3) 4)，十分な知見の蓄積がなされていない． 
そこで本研究では，単路部の無信号横断歩道において

ビデオ観測調査を行い，観測結果からドライバーの譲り

の有無を車両の走行状態や交通状況から説明するロジッ

トモデルを構築することで，ドライバーの譲り判断に影

響を及ぼす要因について分析を行うことを目的とする. 

2. 調査概要 

2.1 調査場所 

本研究では，図1に示す群馬県前橋市内の単路部無信

号横断歩道を調査対象とする．ビデオ観測調査は，2019
年 10 月 16 日(水)に午前(7:00～9:00)と午後(15:30～
17:30)に分け調査を行った．当該区間の規制速度は

50km/h，往復交通量は平均989台/時である． 
2.2 調査方法 

横断歩行者出現時のドライバーの譲り挙動を観測する

ため，図1のようにビデオカメラを設置し，片側車線(以

下，調査車線)の車両を対象とした観測調査を行う．なお，

調査地点は歩行者交通量が少ないため，ダミー歩行者(20
代男性，挙手は行わず横断意思を示すため車両の方向を

向くものとする)を用い，Near-side (ドライバーから見て

左側)とFar-side (ドライバーから見て右側)のいずれかの

待機位置で交互に横断待ちを行う．歩道上に出現するタ

イミングは，車両の平均接近速度(50km/h)と車両の一般

的な停止減速度(2.0m/s2)，ドライバーの反応時間(0.7sec)
を仮定し算出された停止距離 60mに基づき，横断歩道か

ら上流 60m地点を車両が通過したときとした．撮影され

たビデオ映像に基づき，専用のビデオ画像処理システム

により車両の走行位置を取得し，0.1秒単位の軌跡データ

に変換することで，車両の位置・速度データとする． 
3. ドライバーの譲り挙動に関する分析 

3.1 ドライバーの譲り状況 

 ダミー歩行者が横断歩道手前で横断待ちを行っている

際に横断歩道を通過または停止した車両のうち，譲りの

ために横断歩道前で停止した車両の割合を譲り割合と定

義する．横断待ち位置別，後続車両の有無別，対向車両

の状況別の譲り割合を表1に示す．ここで後続車両とは，

対象車両の後ろを車頭時間 3.0 秒以内で走行している車

両であり，対向車両の状況とは，対象車両が 60m地点を

通過した際の対向車線横断歩道上流の車両の存在状況を

「対向車両走行中」，「対向車両停止中」，「対向車両なし」

の 3つに分類したものである．この結果から，Far-side よ
りもNear-side で横断待ちを行っている場合，後続車両が

存在する場合，対向車両が停止している場合に，それぞ

れ譲り割合が高いことがわかる． 

3.2 危険事象の発生状況 

 ドライバーの譲り時に急減速などの危険事象が発生し

ていないかを確認するため，車両の減速度が 0.3G以上の

場合を危険事象(急減速)と定義し分析した結果，譲りを

行った車両 67 台のうち 34 台(50.7%)で急減速が生じて

 
図 1 ビデオ観測調査の方法 

表 1 調査箇所におけるドライバーの譲り割合 

横断待ち位置別 後続車両の有無別 対向車両の状況別 

Near-side Far-side あり なし 走行中 停止中 なし 

29.4% 
(89/303) 

11.8% 
(60/507) 

20.0% 
(87/434) 

16.5% 
(62/376) 

14.4% 
(56/388) 

78.8% 
(26/33) 

17.2% 
(67/389) 

※(  )内は (停止台数 / (停止台数 + 通過台数) ) を意味する 
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いた．対向車両の停止状況別にみると，対向車両が停止

している場合が 18 台中 13 台(72.2%)，停止していない

場合が 49台中 21台(42.9%)であった．これより，Far-side
の対向車両が先に譲って停止している場合には，Near-
side の車両は 7 割以上のドライバーが急減速を伴いなが

ら譲る傾向にあることがわかる．今回調査対象とした道

路区間では走行速度が比較的高いことも影響していると

考えられ，標準的な単路部無信号横断歩道の場合には，

対向車が停止した場合に，急減速を伴う無理な譲りを発

生させる恐れがある． 
3.3 ドライバーの譲り判断モデル 

ドライバーの譲り判断時点での車両挙動データを用

い，次式の二項ロジットモデルによりドライバーの譲り

判断に及ぼす影響要因の抽出を行った． 

𝑃𝑦𝑖𝑒𝑙𝑑 =
exp (𝑉 )

1+exp (𝑉 )
            (1) 

ここで，𝑃௬ௗ : 譲り確率，𝑉 : 譲り効用を表現する説明

変数の線形結合和 𝑉 = 𝛼 + ∑ 𝛼𝑥ୀଵ である． 
説明変数の候補として，横断待ち位置，対向車線の状

況，車種，後続車両や先行車両の有無，譲り判断時の横

断歩道からの距離や速度(分布状況を図2に示す)，譲り

判断位置から横断歩道までの到達時間，横断歩行者の待

ち状態を考慮する．ここで譲り判断時とは，車両が現在

の速度(上流 80m 地点)から反応時間(0.7sec)を伴って一

定の減速度(2.0m/s2)で減速・停止するときに必要な停止

距離を求め，その停止距離分だけ横断歩道手前から遡っ

た位置を通過したときをドライバーが譲り判断する時点

として，今回の分析では便宜的に仮定したものである． 
譲り判断モデルの推定結果を表2に示す．モデルの推

定精度は十分ではないが，係数の符号関係はいずれも合

理的である．推定結果より，横断待ち位置がNear-side で
あるほど，対向車が先に譲って停止しているほど，譲り

判断位置から横断歩道までの到達時間が長いほど，ドラ

イバーは譲りやすいことがわかる．また，譲り判断位置

での走行速度が高いほど，譲らない傾向にあることがわ

かる．ただし，モデルの推定精度が必ずしも良好ではな

いことから，分析時に仮定したドライバーの譲り判断位

置に課題がある可能性があり，今後，これらドライバー

の譲り判断タイミングについて精査する必要がある． 
4. おわりに 

本研究では，単路部の無信号横断歩道において観測調

査を行い，取得したデータから譲りに影響を及ぼす要因

として，横断待ちを行う位置や後続車両の有無，車種，

走行速度，対向車両の譲りの有無，譲り判断タイミング

での速度や横断歩道からの距離，横断歩行者の待ち状態

等に着目して分析を行った．その結果，ドライバーから

見て右側(Far-side)よりも左側(Near-side)で横断待ちを

行い，対向車が停止しており，譲り判断時の走行速度が

低いほど，横断歩道までの到達時間が長いほど，ドライ

バーは譲りやすいことがわかった．譲りを誘発するには，

交通安全教育や取締りによりドライバーの歩行者優先意

識を高めるとともに，速度が抑制される道路の空間整備

を行っていくことが挙げられる． 

今回の分析は，限られた箇所での観測に基づくもので

あることから，今後は様々な道路構造および交通状況を

有する道路区間で観測調査を行い，観測データを蓄積す

ることで，譲りの影響要因を明らかにする必要がある． 
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※ サンプルサイズN=366（通過253，停止113） 

図2 譲り判断時の横断歩道からの距離および速度の分布 

表2 譲り判断モデルの推定結果 
説明変数 係数 t値 

横断待ち位置ダミー (Near-side=1) 1.028 3.78** 
対向車両停止中ダミー (停止中=1) 3.424 5.89** 
譲り判断時の車両速度 [km/h] −0.493 −5.26** 
横断歩道までの到達時間 [sec] 0.830 2.93** 
定数項 0.978 0.88 

自由度調整済み尤度比 0.203 
的中率 [%] 79.0 

サンプルサイズ 366 
**p<0.01，*p<0.05 
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